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平
成
26
年
第
５
回
定
例
会
を
９
月
４
日
か
ら
25
日
ま
で
の

22
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、﹁
平
成
26
年
度
大
阪
府
茨
木
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）﹂
な
ど
39
件
の
議
案
、
請
願
等

を
審
議
し
ま
し
た
。

　
月
定
例
会

一般会計補正予算質疑
市議会のうごき
一般会計決算特別委員会質疑
一般会計決算討論、請願
９月定例会議決結果

２
３
６
８
８

９

議会報告会を開催します。
詳しくは、４ページを

　ご覧ください
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一般会計補正予算質疑

こ
の
電
話
相
談
を
啓
発
す
る
た
め
に
ど
の
よ

う
な
工
夫
を
し
て
い
る
の
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

＃
７
１
１
９
と
＃
８
０
０
０
を
利

用
し
た
う
え
で
、
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属

急
病
診
療
所
を
受
診
し
た
割
合
は
3.9
％
と
低

い
結
果
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
広
報
誌
で

の
特
集
ペ
ー
ジ
の
掲
載
な
ど
、
電
話
相
談
の

周
知
・
啓
発
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
保

健
医
療
セ
ン
タ
ー
内
で
、
受
診
者
に
チ
ラ
シ

を
配
布
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
利
用
促
進
を

図
っ
て
い
く
。

１
次
救
急
の
パ
ン
ク
状
態
の
現
状
を

分
析
す
る
う
え
で
、
救
急
電
話
相

談
の
＃
７
１
１
９
（
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
お

お
さ
か
）
と
＃
８
０
０
０
（
小
児
救
急
電
話

相
談
）
の
利
用
に
つ
い
て
、
１
次
救
急
現
場

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
と
て

も
重
要
な
デ
ー
タ
と
な
る
が
、
保
健
医
療
セ

ン
タ
ー
附
属
急
病
診
療
所
で
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
ま
た
、

う
よ
う
な
情
報
も
発
表
さ
れ
て
い
る
。
近
隣

市
で
は
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
日
頃
か
ら

必
要
な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
土
砂
災
害
の
警
戒
区
域
と
特
別
警

戒
区
域
の
指
定
の
違
い
及
び
、
本
市
の
現
状

は
ど
う
か
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域
は
、
本
市
で
86

か
所
あ
り
、
住
民
の
生
命
・
身
体

に
危
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
土
地
の

区
域
で
、
地
形
に
よ
り
決
定
さ
れ
、
市
町
村

に
よ
る
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
な
ど
が
義

務
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
は
、
本
市
で
20
か
所
あ
り
、
土
砂
災

害
警
戒
区
域
の
う
ち
、
建
築
物
に
損
害
が
生

じ
、
住
民
の
生
命
、
身
体
に
著
し
い
危
害
が

生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
土
地
の
区
域
で
あ

り
、
一
定
の
開
発
行
為
の
制
限
や
居
室
を
有

す
る
建
築
物
の
構
造
が
規
制
さ
れ
る
。

ら
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、こ
れ
に
基
づ
き
、

本
市
で
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
の
か
。

大
綱
に
基
づ
く
内
閣
府
、
文
部
科
学

省
、
厚
生
労
働
省
の
平
成
27
年
度

概
算
要
求
ベ
ー
ス
の
施
策
内
容
で
は
、
生
活

困
窮
世
帯
の
子
ど
も
に
対
し
て
、進
路
相
談
、

学
校
中
退
防
止
の
た
め
の
支
援
を
含
む
学
習

支
援
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
貧
困

対
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
庁
内
横
断
的

な
組
織
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今

後
、
取
り
組
み
の
内
容
や
形
態
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

近
年
は
局
地
的
に
激
し
く
降
る
雨

が
多
く
、
記
録
的
短
時
間
大
雨
と
い

　
一
般
会
計
補
正
予
算
質
疑
を
９
月
５
日
に
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
質
問
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
誌
面
の
都
合
上
、
質
問

の
一
部
し
か
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
い
内
容
は
、
南
館
１
階
情
報

ル
ー
ム
及
び
各
図
書
館
に
設
置
し
て
い
る
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
い
ず
れ
も
11
月
中
旬
予
定
）

 

子
ど
も
の
貧
困
へ
の
取
り
組
み
は

「
子
供
の
貧
困
対
策
に
関
す
る
大

綱
」
が
、
平
成
26
年
８
月
29
日
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
大
綱
で
は
、
貧
困
の

連
鎖
を
断
つ
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
挙
げ

問

答問

答

豪
雨
に
よ
る
災
害
が
全
国
各
地
で
発

生
し
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、

台
風
11
号
の
影
響
な
ど
に
よ
り
避
難
勧
告
が

発
令
さ
れ
た
状
況
で
あ
る
。
災
害
時
に
は
避

難
所
の
開
設
な
ど
多
く
の
人
員
が
必
要
と
さ

れ
る
が
、
市
と
し
て
、
地
域
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
協
力
が
必
要
と
考
え
て
い
る
の
か
。

問 答

 

土
砂
災
害
の
警
戒
区
域
の
違
い
は

 

災
害
時
に
必
要
な
地
域
の
協
力
は

問

 

救
急
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は

　
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員

　
　
　
　
　
　
安
孫
子
　
浩
子

救急電話相談のチラシ

一
般

質
疑

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
大
村
　
卓
司

　
日
本
維
新
の
会
・
茨
木

　
　
　
　
　
　
　
塚
　
　
　
理

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
嘉
夫

会
計
補
正
予
算
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市
議
会

だ
よ
り

合
計
は
、
約
８
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、

市
税
の
滞
納
繰
越
額
が
１
千
万
円
を
超
え
る

大
口
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
財
産
調
査
や
差

し
押
さ
え
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
実
施
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

財
産
調
査
や
差
し
押
さ
え
を
行
っ
て
も
回
収

で
き
な
い
の
か
。

大
口
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
滞
納
繰

越
額
の
圧
縮
と
税
負
担
の
公
平
、
納

税
秩
序
の
確
保
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

接
触
状
況
を
も
と
に
、
電
話
催
告
、
実
地
調

査
、
催
告
書
等
に
よ
り
納
税
勧
奨
を
行
っ
て

い
る
。
納
税
に
応
じ
な
い
滞
納
者
に
つ
い
て

は
、
不
動
産
・
預
貯
金
等
の
財
産
調
査
を
行
っ

た
う
え
で
滞
納
処
分
を
実
施
し
て
い
る
が
、

銀
行
預
金
や
不
動
産
の
滞
納
処
分
を
行
っ
た

場
合
で
も
、
債
務
状
況
や
抵
当
権
の
優
劣
に

よ
っ
て
配
当
が
決
ま
る
た
め
、
回
収
で
き
な

い
場
合
が
あ
る
。

い
か
。

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
各
校
区
で
地

域
自
治
組
織
が
結
成
さ
れ
、
テ
ー
マ

ご
と
の
議
論
が
整
っ
た
も
の
か
ら
順
次
統
合

化
を
進
め
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
係
る
部
署
は
、

福
祉
、
環
境
、
教
育
な
ど
、
多
く
の
分
野
が

あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
補
助
金
を
統
合
す

る
際
は
、
庁
内
で
き
っ
ち
り
と
協
議
を
行
い
、

地
域
組
織
が
事
業
を
実
施
し
や
す
い
体
制
を

整
え
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

風
水
害
時
に
お
け
る
自
主
防
災
組
織

の
協
力
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
避
難
情
報
の
周
知
、
地
域

で
把
握
し
て
い
る
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の

支
援
、
避
難
所
対
応
の
応
援
な
ど
に
つ
い
て
、

市
税
の
滞
納
に
つ
い
て
、
100
万
円
以

上
滞
納
し
て
い
る
方
の
滞
納
繰
越
額

答

市
は
地
域
の
あ
り
方
と
し
て
、
地
域

自
治
組
織
を
作
っ
て
い
こ
う
と
し
て

い
る
中
、
補
助
金
は
テ
ー
マ
ご
と
に
ま
と
め
、

交
付
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
補
助

金
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
庁
内
で
、

横
断
的
に
施
策
の
す
り
合
わ
せ
を
行
い
、
そ

れ
か
ら
地
域
に
展
開
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

問

答

 

地
域
へ
の
補
助
金
の
ま
と
め
方
は

問

答

 

大
口
滞
納
者
へ
の
取
り
組
み
は

８日
10日
23日
30日
31日

議会改革推進委員会
議会広報委員会
所管事務調査報告会
市街地整備対策特別委員会
北部地域整備対策特別委員会

７月

８月

４日
５日
８日

９日
10 日

12日
16日

17日
18日
22日

24日
25日

本会議（初日）
本会議（２日目）
民生常任委員会
文教常任委員会
民生常任委員会
建設常任委員会
総務常任委員会
一般会計決算特別委員会
一般会計決算特別委員会
議会広報委員会
一般会計決算特別委員会
一般会計決算特別委員会
幹事長会
議会運営委員会
議会広報委員会
本会議（最終日）

９月

自主防災組織による防災訓練

市議会のうごき市議会のうごき市議会のうごき市議会のうごき

７７

８８

９９９９

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
篠
原
　
一
代

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
福
丸
　
孝
之

1日
20日

29日

議会改革推進委員会
議会改革推進委員会
議員研修会
幹事長会
議会運営委員会
議会広報委員会

地
域
で
検
討
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
避
難

勧
告
発
令
時
の
自
主
防
災
組
織
の
基
本
的
な

動
き
方
を
早
急
に
示
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
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来
年
の
12
月
に
閉
鎖
す
る
な
ら
ば
、
９
月
議

会
で
示
し
、
す
ぐ
に
市
民
に
周
知
し
て
も
１

年
３
か
月
し
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
駆
け
足

で
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

市
民
会
館
の
閉
鎖
に
つ
い
て
は
、
立

命
館
大
学
の
市
民
開
放
施
設
が
平
成

27
年
６
月
か
ら
使
用
で
き
る
と
い
う
背
景
が

あ
り
、
そ
れ
に
加
え
、
設
備
の
旧
式
化
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
問
題
、
耐
震
性
な
ど
勘
案
す

る
と
利
用
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
、
早
い
段

階
で
閉
鎖
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
時
期
と

し
て
は
、
来
年
末
と
考
え
て
い
る
が
、
利
用

者
に
支
障
が
あ
る
な
ら
ば
、
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

彩
都
東
部
地
区
開
発
に
お
い
て
、
都

市
再
生
機
構
に
よ
る
試
算
で
は
、
旧

計
画
の
場
合
、
本
市
の
負
担
は
ゼ
ロ
で
あ
っ

た
が
、
新
計
画
案
の
民
間
事
業
者
に
よ
る
場

合
、
市
は
48
億
２
千
万
円
の
財
政
負
担
が
あ

る
と
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
そ
れ
で
も

推
進
の
立
場
な
の
か
。

試
算
額
に
つ
い
て
は
、
都
市
再
生
機

構
が
東
部
地
区
の
見
直
し
に
お
い

て
、
独
自
に
検
討
さ
れ
た
も
の
で
、
具
体
的

な
協
議
を
受
け
て
お
ら
ず
、
内
容
に
つ
い
て

は
把
握
し
て
い
な
い
。
短
期
的
に
は
財
政
負

担
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
が
、
将
来
的
に
は
、

市
の
活
力
や
魅
力
の
向
上
と
い
う
面
、
ま
た
、

財
政
的
に
も
、
固
定
資
産
税
あ
る
い
は
、
事

業
税
の
収
入
も
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
長
い

目
で
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
民
会
館
の
閉
鎖
に
つ
い
て
、
舞
台

で
大
道
具
を
使
用
す
る
バ
レ
エ
や
ダ

ン
ス
、
オ
ペ
ラ
な
ど
は
１
年
以
上
前
か
ら
会

場
と
な
る
ホ
ー
ル
を
決
定
す
る
が
、
も
し
、

答

問　
市
民
会
館
閉
鎖
の
考
え
は

　
茨
木
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
桂
　
　
睦
子

上空から見た彩都 （国際文化公園都市）

答 問

 

彩
都
東
部
開
発
の
市
の
負
担
は

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
畑
中
　
　
剛

人
口
動
態
の
観
点
か
ら
、
高
齢
化
に

よ
る
扶
助
費
等
の
増
加
予
測
や
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
予
測
を
元
に
し
た
デ
ー
タ

集
積
と
分
析
を
行
っ
た
う
え
で
、
公
共
施
設

の
老
朽
化
対
策
の
財
政
支
出
の
平
準
化
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
施
設

の
あ
り
方
と
し
て
費
用
対
効
果
を
最
大
限
に

上
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
が
各
自
治
体
で
も

問

 

施
設
の
老
朽
化
対
策
と
財
政
負
担
は

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
坂
口
　
康
博

主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
入
っ
て
い
な

い
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
な
ど
の
大
規
模

事
業
に
つ
い
て
、
ど
の
時
点
で
中
期
財
政
収

支
見
通
し
に
反
映
す
る
の
か
。
ま
た
、
現
状
、

何
も
手
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
平
成
29
年
度
に

収
支
不
足
が
生
じ
る
予
測
で
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
の
か
。

財
政
収
支
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
各

事
業
の
計
画
が
具
体
化
し
た
時
点

で
、
規
模
や
手
法
等
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
、

適
切
な
時
期
に
反
映
し
て
い
く
。
ま
た
、
収

支
不
足
へ
の
対
応
は
、
市
債
残
高
の
償
還
可

能
年
数
を
概
ね
８
年
以
内
に
抑
制
す
る
と
と

も
に
、
市
債
発
行
も
ハ
ー
ド
事
業
の
適
切
な

選
択
に
よ
り
、
公
債
費
が
一
般
財
源
の
10
％

を
超
え
な
い
概
ね
60
億
円
以
下
に
抑
制
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
と
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

答 問

 

将
来
の
収
支
不
足
へ
の
対
応
は

　
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員

　
　
　
　
　
　
　
友
次
　
通
憲

　茨木市議会基本条例に基づき、議会報告会を行い
ます。議会は何をしているのか、どんなことを議論
しているのか等をご報告します。
　開かれた議会をめざしてまいりますので、ぜひご
参加いただき、みなさまのご質問・ご意見をお聞かせください。

日　時：

場　所：

内　容：
一時保育：

駐車場（有料）：

問合先：

議会報告会を開催します

平成 26 年（2014 年）11 月 11 日（火）
午後７時～９時（開場　午後６時 30 分）
福祉文化会館 ３階 302 号室

（定員 100 人 先着順、事前申込不要）
議会のしくみ・改革の取り組み、定例会の報告等
　小学３年生までの一時保育を希望される方は、11 月
４日（火）までに市議会事務局までお申し込みください。

（有料：１時間あたり 100 円）
　　　 お車でお越しの際は、市役所駐車場及び周辺駐
車場をご利用ください。
市議会事務局総務課   
電話 (072) 620-1670・ FAX(072) 623-7591
　　gikaisomu@city.ibaraki.lg.jp
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市
議
会

だ
よ
り

た
、
こ
の
不
手
際
に
市
長
の
意
向
が
反
映
し

て
い
た
の
か
。
そ
れ
と
も
、
市
長
の
あ
ず
か

り
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
事
務
の
不
手
際
が

起
こ
っ
た
の
か
。

行
政
上
の
責
任
は
す
べ
て
市
長
の
責

任
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
事
務
の

手
続
き
上
、
副
市
長
が
認
め
た
責
任
は
、
市

長
の
責
任
で
あ
る
。
市
長
と
し
て
の
哲
学
で
、

す
べ
て
の
事
業
、
発
注
は
地
元
優
先
で
あ
る

べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
、
市
の
財
産
を
無
償

で
譲
る
対
象
は
、
当
然
、
市
内
を
優
先
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

始
ま
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

施
設
の
建
替
え
等
の
更
新
経
費
が
集

中
す
る
と
、
大
き
な
財
政
負
担
と
な

る
こ
と
か
ら
、
現
有
施
設
の
長
寿
命
化
を
基

本
に
、
予
防
保
全
的
な
維
持
管
理
・
改
修
に

よ
る
財
政
負
担
の
平
準
化
を
図
っ
て
い
く
。

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
長
寿
命
化
を

実
施
し
た
後
の
更
新
時
期
等
を
視
野
に
、
そ

の
時
代
に
対
応
し
た
効
率
的
で
効
果
の
あ
る

施
設
利
用
を
検
討
し
て
い
く
。

の
他
の
周
辺
道
路
の
整
備
や
ま
ち
づ
く
り
に

は
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

府
道
総
持
寺
停
車
場
線
に
つ
い
て

は
、
府
と
協
議
を
重
ね
、
設
計
業
務

に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
周
辺

整
備
に
つ
い
て
、
市
道
庄
中
央
線
で
は
、
地

元
説
明
会
を
３
回
実
施
し
、
地
権
者
と
用
地

交
渉
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
阪
急
総
持
寺
駅

周
辺
の
土
地
利
用
状
況
等
も
勘
案
し
な
が

ら
、
バ
ス
等
の
公
共
交
通
の
利
用
が
可
能
な

交
通
結
節
点
と
な
り
得
る
、
新
た
な
駅
前
広

場
計
画
の
検
討
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

現
在
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
を
平
成
28
年
度
に
策
定
し
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
全
体
構
想
と
し
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
こ
の
計
画

を
策
定
す
る
過
程
も
重
要
と
考
え
る
が
、
今

後
、
計
画
策
定
ま
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
都
市

機
能
の
増
進
及
び
経
済
活
力
の
向

上
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
推
進
す
る
実
効

性
の
あ
る
計
画
と
す
る
た
め
、
多
様
な
主
体

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
地
域
ぐ
る
み
の
取

り
組
み
が
確
実
に
効
果
を
発
揮
し
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
計
画
に
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
進
め
方
に
つ
い
て

は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
の
意
見
を

も
と
に
、
平
成
26
年
度
に
現
況
調
査
を
行
い
、

27
年
度
に
具
体
的
な
案
を
作
成
し
て
い
き
た

い
。 問答

 
中
心
市
街
地
活
性
化
の
計
画
は

答
平
成
30
年
４
月
に
（
仮
称
）
Ｊ
Ｒ
総

持
寺
駅
が
設
置
さ
れ
る
が
、
そ
の
周

辺
は
ど
う
な
る
の
か
危
惧
さ
れ
る
。
駅
設
置

に
伴
い
、
府
道
総
持
寺
停
車
場
線
の
整
備
は

ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
く
の
か
。
ま
た
、
そ

答

問

 

総
持
寺
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
は

　
日
本
維
新
の
会
・
茨
木

　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
隆
俊

総額4.5 億円の 26年度補正予算を可決

　９月定例会で、平成 26 年度大阪府茨木市一般会計補正
予算（第２号）を可決しました。
　歳入歳出予算の総額に、それ
ぞ れ 449,609 千 円 を 追 加 し、
88,769,609 千円となりました。
　その主な内容は下記のとおり
です。

小規模保育施設の新設への補助など ………… 88,891千円

（仮称）高齢者活動支援センターの整備など …42,558 千円

水痘、成人用肺炎球菌ワクチンの接種 ……… 66,025 千円

岩倉町地区道路整備事業など ………………  189,200 千円

地域密着型介護施設整備の補助など  ………   30,851千円

子育て

高齢者福祉

健康

まちづくり

公
立
保
育
所
の
移
管
先
法
人
の
募
集

要
領
が
、
今
年
度
か
ら
市
内
法
人
を

優
先
す
る
内
容
に
修
正
さ
れ
た
過
程
に
お
い

て
、
市
に
不
手
際
が
あ
っ
た
と
副
市
長
は
認

め
た
が
、
こ
れ
は
、
行
政
組
織
上
、
市
長
の

不
手
際
と
同
じ
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま

問

答

 

行
政
組
織
上
の
市
長
の
責
任
は

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
光
夫

介護福祉・緊急雇用

府道総持寺停車場線 （庄一丁目付近）
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円
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
随
意
契
約
は
昭

和
55
年
度
か
ら
開
始
し
、
順
次
、
シ
ス
テ
ム

開
発
を
行
い
、
現
在
78
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
各
シ
ス
テ
ム
が
連
携
し

一
体
的
に
機
能
し
て
い
る
た
め
、
互
換
性
等

の
面
か
ら
同
一
メ
ー
カ
ー
の
機
種
を
定
期
的

に
更
新
し
、
継
続
し
て
利
用
し
て
い
る
。

一
般
会
計
の
繰
入
金
は
、
基
金
の
運
用
収

益
（
利
子
）
で
あ
る
56
万
円
で
、
公
園
等
維

持
管
理
事
業
に
充
当
し
て
い
る
。
ま
た
、
府

内
で
25
自
治
体
が
緑
化
基
金
を
設
置
し
て
お

り
、
緑
化
啓
発
活
動
や
都
市
緑
化
へ
の
助
成

等
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

一
般
会
計  

　
　 

特
別
委
員
会

　
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会
は
、
委
員
長
に
山
本
隆
俊
委
員

（
日
本
維
新
の
会
・
茨
木
）、
副
委
員
長
に
下
野
巖
委
員
（
自
由

民
主
党
・
絆
）
を
選
任
し
、
９
月
12
日
・
16
日
・
17
日
に
関
係
書
類
の
審
査

を
行
っ
た
の
ち
、
18
日
に
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
９
月
25
日
の

本
会
議
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
応
答
の
要
旨
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

  

　
　

  

　
　
決
算

平
成
25
年
度
も
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
財
源
づ
く
り
の
た
め
に
、
事

務
事
業
の
見
直
し
が
強
行
さ
れ
た
。
そ
の
中

で
、
特
定
疾
患
者
福
祉
金
事
業
等
を
廃
止
し

た
が
、
見
直
し
削
減
額
は
い
く
ら
か
。
ま
た
、

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助
金
と
老
人
ク
ラ
ブ
数

の
推
移
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

平
成
25
年
度
当
初
の
事
務
事
業
見
直

し
に
よ
る
合
計
額
は
、
５
千
960
万
１

千
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
等
の
財
源
づ
く
り
で
は
な
く
、
限
ら
れ
た

財
源
の
有
効
活
用
や
経
常
経
費
の
抑
制
に
よ

り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
取
り
組

み
で
あ
る
。
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助

金
と
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
は
約

問答

 

事
務
事
業
見
直
し
の
状
況
は

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
朝
田
　
　
充

本
市
の
緑
化
基
金
は
、
昭
和
58
年
に

設
置
さ
れ
、
現
在
ま
で
実
質
的
に

使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
基
金
を
公
園

の
再
整
備
事
業
等
に
充
当
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
使
用
目
的
と
平
成
25
年
度
の
残
高
、
充

当
事
業
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
府

内
自
治
体
で
は
、
ど
の
よ
う
な
運
用
を
し
て

い
る
の
か
。

緑
化
基
金
は
、
自
然
環
境
の
保
全
及

び
市
街
地
緑
化
の
推
進
を
目
的
に
設

置
し
て
お
り
、
平
成
25
年
度
末
の
残
高
は
、

寄
附
金
を
含
め
約
８
億
９
千
万
円
で
あ
る
。

問答

 

緑
化
基
金
の
活
用
を

　
茨
木
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
米
川
　
勝
利

電
子
計
算
機
シ
ス
テ
ム
の
賃
借
料
に

つ
い
て
、
情
報
シ
ス
テ
ム
課
で
月
々

５
千
万
円
以
上
、
障
害
福
祉
や
文
化
ス
ポ
ー

ツ
等
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
も
計
上
さ
れ
て
お

り
、
合
計
約
６
千
万
円
の
賃
借
料
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
高
額
な
契
約
の
方
法
と
金

額
、
ま
た
、
随
意
契
約
の
開
始
時
期
と
そ
の

理
由
は
何
か
。

契
約
方
法
に
つ
い
て
は
、
１
者
特

命
随
意
契
約
で
、
金
額
は
、
平
成

23
年
度
で
約
６
億
３
千
万
円
、
24
年
度
で
約

６
億
２
千
万
円
、
25
年
度
で
約
６
億
１
千
万

問答

 

電
算
シ
ス
テ
ム
の
契
約
内
容
は

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
大
村
　
卓
司

平
成
25
年
度
決
算
に
お
け
る
、
不
正

な
方
法
で
保
護
を
受
け
た
際
に
徴
収

さ
れ
る
、
生
活
保
護
法
第
78
条
に
よ
る
費
用

徴
収
金
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
理
由
が
多

か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
具
体
的
な
対
策
は
と

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

費
用
徴
収
金
の
主
な
内
訳
と
し
て

は
、
収
入
を
申
告
し
な
か
っ
た
、
ま

た
は
、
過
少
に
申
告
し
た
も
の
が
、
51
件
で

約
１
千
445
万
円
で
、
次
に
、
年
金
等
を
受
け

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
申
告
し
な
か
っ
た
も

の
が
23
件
で
約
325
万
円
で
あ
る
。
対
策
に
つ

い
て
は
、
毎
年
、
被
保
護
者
に
対
し
て
税
務

調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
発
見
す

る
こ
と
に
な
る
。

問答

 

生
活
保
護
費
用
徴
収
金
の
内
訳
は

阪
急
茨
木
市
駅
東
口
に
ぎ
わ
い
創
出

複
合
施
設
整
備
検
討
業
務
に
つ
い

て
、
業
務
委
託
を
し
て
い
た
が
、
ど
の
よ
う

問

 

阪
急
茨
木
市
駅
東
口
の
整
備
内
容
は

　
日
本
維
新
の
会
・
茨
木

　
　
　
　
　
　
　
中
井
　
高
英

714
万
円
、
163
ク
ラ
ブ
、
24
年
度
は
約
769
万
円
、

150
ク
ラ
ブ
、
25
年
度
は
約
666
万
円
、
141
ク
ラ

ブ
と
な
っ
て
い
る
。
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市
議
会

だ
よ
り

上
が
る
と
思
う
が
、
そ
の
場
合
の
対
応
は
可

能
な
の
か
。

第
３
告
別
式
場
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
は
、
時
代
の
変
化
に
伴
う
家
族
葬

や
直
葬
の
増
加
な
ど
の
葬
儀
形
態
、
様
式
の

変
化
を
十
分
考
慮
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
火
葬
場
に
つ
い
て

は
、
平
成
25
年
度
は
、
57.6
％
の
稼
働
率
で
あ

り
、
当
面
の
間
、
現
状
の
火
葬
場
体
制
で
対

応
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

な
内
容
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

に
い
か
そ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

業
務
委
託
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
文

化
芸
術
ホ
ー
ル
を
中
心
と
し
た
、
阪

急
茨
木
市
駅
東
口
の
活
性
化
と
、
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
の
た
め
の
複
合
施
設
整
備
の
基
本
的

条
件
を
整
理
し
、
導
入
機
能
や
施
設
の
概
略
、

民
間
活
力
の
可
能
性
及
び
事
業
手
法
に
つ
い

て
調
査
検
討
を
行
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
結
果

を
受
け
、
阪
急
茨
木
市
駅
東
口
駅
前
用
地
で

具
体
化
に
向
け
て
、
中
心
と
な
る
文
化
芸
術

ホ
ー
ル
の
基
本
構
想
の
策
定
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

生
す
る
た
め
、
27
年
９
月
を
目
安
に
、
導
入

目
的
や
利
用
状
況
、
収
支
状
況
等
を
総
合
的

に
勘
案
し
、
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

会 計 区 分 歳入決算額 歳出決算額 差　引

一 般 会 計 86,835,863,937 85,020,735,233 1,815,128,704

特
別
会
計

財 産 区 会 計 5,543,417,880 124,730,092 5,418,687,788

国民健康保険事業会計  28,324,623,471 28,186,430,209 138,193,262

後期高齢者医療事業会計 3,129,231,196 3,019,597,872 109,633,324

介 護 保 険 事 業 会 計 14,292,045,859 14,007,921,685 284,124,174

公 共 下 水 道 事 業 会 計 8,479,899,973 8,460,611,970 19,288,003

合 計 59,769,218,379 53,799,291,828 5,969,926,551

水 道 事 業 会 計
（ 収 益 的 収 支 ） 4,905,182,978 4,954,656,034 △ 49,473,056

[ 平成 25年度各会計別歳入歳出決算額 ］ （単位：円）

答　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
嘉
夫

公
共
施
設
附
帯
駐
車
場
の
収
入
は
、

平
成
25
年
度
で
多
く
の
施
設
で
黒
字

決
算
で
あ
り
、
全
体
で
約
８
千
400
万
円
も
の

収
入
と
な
っ
て
い
る
が
、
駐
車
台
数
の
少
な

い
公
民
館
で
は
赤
字
で
あ
る
。
同
種
の
施
設

で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
無
料
で

あ
る
た
め
、
公
民
館
も
無
料
と
し
て
は
ど
う

か
。

附
帯
駐
車
場
の
運
営
に
当
た
っ
て

は
、
料
金
徴
収
等
の
た
め
の
機
械
設

備
の
関
係
で
、
６
年
間
の
リ
ー
ス
契
約
を
締

結
し
て
い
る
。
平
成
21
年
10
月
か
ら
開
始
し
、

27
年
９
月
末
で
契
約
満
了
と
な
り
、
途
中
解

約
を
し
た
場
合
は
、
違
約
金
の
支
払
い
が
発

問答

 

附
帯
駐
車
場
の
利
用
状
況
は

本
市
の
小
学
校
給
食
に
お
け
る
地
産

地
消
に
つ
い
て
、
安
全
で
安
心
な
食

材
を
供
給
す
る
に
は
、
地
元
産
の
食
材
を
使

う
体
制
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
が
、
現
在

は
ど
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

小
学
校
給
食
の
地
産
地
消
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
平
成
23
年
度
、
24
年

度
、
25
年
度
の
茨
木
産
食
材
の
使
用
量
は
、

お
米
で
は
36.1
％
、
46.4
％
、
60
％
、
み
そ
で
は

88.2
％
、
82.9
％
、
94
％
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

も
積
極
的
に
茨
木
産
食
材
を
使
用
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
野
菜
に
つ
い
て
は
、

市
内
農
家
が
小
規
模
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
学
校
給
食
に
必
要
な
一

定
量
の
確
保
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

問答

 

学
校
給
食
の
地
産
地
消
の
現
状
は

近
年
の
家
族
葬
の
増
加
に
伴
い
、
市

立
斎
場
の
第
３
告
別
式
場
を
利
用
さ

れ
る
大
規
模
な
葬
儀
が
減
少
し
て
い
る
。
第

３
告
別
式
場
を
２
分
割
す
る
な
ど
し
て
、
有

効
活
用
を
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
告
別
式

場
を
増
や
す
こ
と
で
、
火
葬
場
の
稼
働
率
が

問

答
 

斎
場
の
有
効
活
用
へ
の
見
解
は

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
坂
口
　
康
博

平成25年度決算を認定

一般会計決算特別委員会での関係書類審査風景

　平成 25年度一般会計・特別会計決算は、９月 12日・16日～ 18日
に開催された一般会計決算特別委員会で審査後、９月 25日の本会議で
認定しました。

市立斎場 （大住町）
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請　願

◆請願第２号　　老人福祉センターの廃止など高齢者施策後退を中止して施策の一層の充実を求めることについ
　　　　　　　　て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　………………………【不採択】
◆請願第３号　　子どもの保育に格差をもちこまず、すべての子どもの発達が保障される保育、教育、子育て支
　　　　　　　　援制度の拡充を求めることについて　　　　　　　　　　　　　………………………【不採択】
◆請願第４号　　放課後児童健全育成事業の施策拡充を求めることについて　　　………………………【不採択】

　９月定例会に提出された請願は、民生常任委員会の審査を経て、９月 25 日の本会議で採決の結果、次のとおり決
定しました。

一般会計決算討論
　９月 25 日の本会議において賛成者多数で認定した「平成 25 年度一般会計決算」に対する討論の
要旨は、本欄のとおりです。

賛成【公 明 党】 反対 【日本共産党】
　

反
対
す
る
理
由
は
、
第
一
に
、
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
財

源
に
、
市
民
犠
牲
強
行
と
市
民
要
求
抑
制
型
の
極
端
な
財
政
運

営
が
一
層
進
め
ら
れ
た
こ
と
。

　

第
二
に
、
彩
都
開
発
や
安
威
川
ダ
ム
建
設
等
の
大
規
模
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
関
連
公
共
事
業
が
漫
然
と
進
め
ら
れ
た
こ
と
。

　

第
三
に
、依
然
、解
同
優
遇
行
政
が
、温
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　

第
四
に
、
さ
ら
な
る
公
立
保
育
所
民
営
化
や
小
学
校
給
食
の

調
理
員
民
間
委
託
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど
、
一
層
の

市
民
犠
牲
を
推
進
し
た
こ
と
。

　

第
五
に
、
個
人
情
報
が
一
極
集
中
さ
れ
、
著
し
く
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
の
危
険
性
を
高
め
る
、
住
基
ネ
ッ
ト
・
住
基
カ
ー
ド

の
活
用
・
拡
大
が
強
引
に
行
わ
れ
た
こ
と
。

　

第
六
に
、
職
員
の
不
祥
事
に
な
ん
ら
有
効
な
手
立
て
が
打
て

て
い
な
い
こ
と
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

　

賛
成
す
る
理
由
は
、
第
一
に
、
子
育
て
支
援
策
の
推
進
、
障

害
者
の
就
労
支
援
等
の
充
実
、
高
齢
者
の
健
康
対
策
と
し
て
、

こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
対
象
者
の
拡
充
や
街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス

事
業
の
拡
充
等
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
。

　

第
二
に
、
保
健
医
療
施
策
の
充
実
と
し
て
、
予
防
接
種
事
業

の
拡
充
や
不
育
症
治
療
費
助
成
等
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
。

　

第
三
に
、
学
校
教
育
の
充
実
と
し
て
、
新
学
力
・
体
力
向
上

３
カ
年
計
画
の
策
定
や
中
学
校
給
食
の
全
校
実
施
に
取
り
組
ん

だ
こ
と
。

　

第
四
に
、
防
災
対
策
の
強
化
と
し
て
、
屋
外
拡
声
器
付
き
防

災
行
政
無
線
の
整
備
等
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
。

　

第
五
に
、
将
来
の
活
力
あ
る
ま
ち
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
、
ま
ち
の
発
展
及
び
活
性
化
に
つ
な
が
る
都
市
基
盤

整
備
の
推
進
を
着
実
に
展
開
さ
れ
た
こ
と
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

日本維新の会
・茨木 公 明 党 自由民主党・絆 日本共産党 茨 木 市 民

フォーラム 無会派

結
　
果

大
野
　
幾
子

塚
　
　
　
理

長
谷
川
　
浩

滝
ノ
上
万
記

中
井
　
高
英

山
崎
　
明
彦

山
本
　
隆
俊

大
村
　
卓
司

青
木
　
順
子

松
本
　
泰
典

篠
原
　
一
代

河
本
　
光
宏

坂
口
　
康
博

福
丸
　
孝
之

上
田
　
光
夫

下
野
　
　
巖

上
田
　
嘉
夫

中
内
　
清
孝

朝
田
　
　
充

大
嶺
さ
や
か

畑
中
　
　
剛

桂
　
　
睦
子

小
林
美
智
子

米
川
　
勝
利

友
次
　
通
憲

安
孫
子
浩
子

中
村
　
信
彦

田
中
　
総
司

山
下
　
慶
喜

条
　
　
例

茨木市非常勤職員の報酬等に関する条例の一部改正
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市高齢者活動支援センター条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決
茨木市多世代交流センター条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決
茨木市敬老祝金条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決
茨木市立コミュニティセンター条例の一部改正につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

茨木市運動広場条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
茨木市附属機関設置条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

【修正動議】× × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × ○ 否決

【原案】○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

　月定例会議決結果９
（ ○：賛成、×：反対、退：退席 ）

会派・議員名

件　　名

茨木市家庭的保育事業等の設備及び
運営に関する基準を定める条例の制
定について {
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市
議
会

だ
よ
り

（ ○：賛成、×：反対、退：退席 ）

◆議長（自由民主党・絆：辰見　登議員）は採決に加わりません。
◆議案内容については、市役所南館１階情報ルームに設置している資料をご覧ください。
　なお、市長提出案件の概要については、市議会ホームページでご覧いただけます。

日本維新の会
・茨木 公 明 党 自由民主党・絆 日本共産党 茨 木 市 民

フォーラム 無会派

結
　
果

大
野
　
幾
子

塚
　
　
　
理

長
谷
川
　
浩

滝
ノ
上
万
記

中
井
　
高
英

山
崎
　
明
彦

山
本
　
隆
俊

大
村
　
卓
司

青
木
　
順
子

松
本
　
泰
典

篠
原
　
一
代

河
本
　
光
宏

坂
口
　
康
博

福
丸
　
孝
之

上
田
　
光
夫

下
野
　
　
巖

上
田
　
嘉
夫

中
内
　
清
孝

朝
田
　
　
充

大
嶺
さ
や
か

畑
中
　
　
剛

桂
　
　
睦
子

小
林
美
智
子

米
川
　
勝
利

友
次
　
通
憲

安
孫
子
浩
子

中
村
　
信
彦

田
中
　
総
司

山
下
　
慶
喜

条
　
　
例

茨木市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

【修正動議】× × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × ○ 否決

【原案】○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市立幼稚園条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
茨木市待機児童保育室条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

【修正動議】× × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × ○ 否決

【原案】○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

【修正動議】× × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × ○ 否決

【原案】○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決
建築基準法施行令の一部を改正する政令の施行に伴
う関係条例の整理に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市下水道等事業の設置等に関する条例の制定に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

平
成
26
年
度
補
正
予
算

平
成
25
年
度
決
算
認
定

【組み替え動議】× × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × ○ 否決

【修正動議】 賛成 12 人、反対 17 人（無記名投票による採決） 否決

【原案】○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × 退 退 退 ○ ○ ○ ○ × 可決
平成 25年度大阪府茨木市一般会計決算認定につい
て ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 認定

平成 25年度大阪府茨木市財産区特別会計決算認定
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

平成 25年度大阪府茨木市国民健康保険事業特別会
計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 認定

平成 25年度大阪府茨木市後期高齢者医療事業特別
会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

平成 25年度大阪府茨木市介護保険事業特別会計決
算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

平成 25年度大阪府茨木市公共下水道事業特別会計
決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

平成 25年度大阪府茨木市水道事業会計決算認定に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

工
事
請
負
契
約
等

工事請負契約締結について（（仮称）桑原ふれあい
広場整備工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

工事請負契約締結について（公共下水道安威排水区
第 1工区築造工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

工事請負契約の変更について（ＪＲ茨木駅東口駅前
広場整備工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

工事請負契約の変更について（ＪＲ茨木駅東口駅前
広場デッキ上部工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

市道路線の認定について
市道路線の変更について［一括採決］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

財産（建物等）の譲与について（道祖本保育所、中
津保育所） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

人
事

茨木市固定資産評価審査委員会委員選任につき同意
を求めることについて【仲　猛夫氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議
員

提
出

議会運営委員会の委員定数の変更について
特別委員会の委員定数の変更について［一括採決］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

会派・議員名

件　　名

※９月 30日付で、日本維新の会・茨木は、大阪維新の会・茨木に会派名を変更しました。

茨木市特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の利用者負担等に関
する条例の制定について

茨木市放課後児童健全育成事業の設
備及び運営に関する基準を定める条
例の制定について

茨木市学童保育室条例の制定につい
て

平成 26年度大阪府茨木市一般
会計補正予算（第 2号）
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